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１ 事業経過及び事業目的について

• 宇都宮市内の道路は、３つの環状線と１２本の放射道路を基本として構成。

➢令和８年３月、３環状１２放射が概成（唯一未開通であった都心環状線が開通）

• （都）３・２・１０２号桜通り平出線は、『内環状線』の一部を構成する道路。

3・2・102号桜通り平出線

寺内
交差点

〇内環状線と本路線の位置関係〇３環状１２放射

出典：国土地理院地図

松原
交差点

東消防署北
交差点

競輪場通り

宇都宮内環状線



• 近隣には、第三次救急病院である済生会病院、河内庁舎等の防災拠点施設や、
地震時指定緊急避難場所である水上公園等が位置。

• 緊急輸送道路に指定されている重要な路線であるにもかかわらず、朝夕を中心
に慢性的な渋滞が発生し、渋滞が著しい交差点６箇所は主要渋滞箇所に指定。

➣ 更なる利便性の向上が必要と考え、県と市で区間を分けて整備していく方針。

3・2・102号桜通り平出線
整備区間 L≒4.2km

水上公園

済生会
宇都宮病院

大曽２丁目
交差点松原

交差点

東消防署北
交差点

今泉新町
交差点

市で整備する区間 市で整備する区間

出典：国土地理院地図

河内庁舎

１ 事業経過及び事業目的について
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八幡山公園

中央消防署
中央警察署

東警察署



今泉新町
交差点

新幹線下
交差点

竹林
交差点

• 事業の主目的は、以下の３点。

（１）渋滞の緩和及び主要渋滞箇所を解消し、円滑な交通を確保すること。

（２）安全に通行できる自転車空間及び歩行空間を確保すること。

（３）電線地中化整備を実施し、より効果的に空間を活用すること。

（１）渋滞の緩和及び主要渋滞箇所の解消

差し替え

渋滞 約550m

渋滞 約210m程度 至：今泉新町交差点

①大曽２丁目交差点の渋滞状況

１
３

 

② JR陸橋付近の渋滞状況

電柱により、歩行空間が狭い

自転車と車両が接触する危険 慢性的な渋滞が発生

至：今泉新町交差点

至：竹林交差点

渋滞 約60m程度

渋滞 約350m程度

２

○現在の標準横断図

出典：国土地理院地図

１ 事業経過及び事業目的について
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③ 竹林交差点付近

（２）自転車通行空間及び歩行空間の確保

至：今泉新町交差点

至：大曽二丁目交差点

④大曽二丁目交差点付近

至：今泉新町交差点

自転車と車両が混在
接触する危険がある。

歩行者と自転車が混在
接触する危険がある。

完成イメージ（近隣工区）

歩行者、自転車、自動車の
通行空間を別に確保

１ 事業経過及び事業目的について

歩行空間 自転車空間 自動車空間



〇無電柱化による空間確保及び景観の向上 (那須塩原市)

出典：国土交通省HP

整備前 整備後

〇災害時の救援活動を妨げる電柱 （他県事例）

（３）電線の地中化（無電柱化）

出典：国土交通省HP

１ 事業経過及び事業目的について
・歩行空間確保
・景観向上

・災害時における、病院（済生会
病院）や避難場所（水上公園）へ
のアクセス路を確保



①実施計画・概略計画

事業の必要
性や効果な
どを考えて、
計画づくり
を行います。

②事業説明会

説明会を行
い、地元の
皆様にご理
解、ご協力
を求めます。

③路線測量

設計のため
の測量を行
います。

④設 計

測量成果を
元に道路や
構造物の設
計図をつく
ります。

⑤詳細設計説明会

設計図を元
に地元の皆
様に詳細な
説明を行い
ます。

⑦用地幅杭設置

計画幅を示
す杭を打ち、
事業に必要
な土地の範
囲を明らか
にします。

⑧境界確認の立会い

地権者の立
会いのもと、
境界を確認
します。

⑨用地測量及び建物等の調査

お譲りいただく
土地の面積を
算出します。

また、建物や塀
などの物件の
移転費用の算
出をします。

⑬工事の発注（電子入札）

一般競争入
札などによ
り、公平性・
競争性・透
明性を高め
ます。

⑭着 工

入札で工事
を実施する
会社が決ま
り工事を開
始します。

⑮完 成

安全で快適
な道路等に
なります。

⑯維持管理

安全で快適
な道路等を
維持します。

⑩用地補償の説明

個別に用地
補償の内容
を説明しま
す。皆様が
納得いくよう
に話合いを
します。

⑪契 約 ⑫建物等の移転・土地の引渡
し・補償金の支払

補償の内容や
土地の引渡し
時期等につい
てご了解いた
だきますと、書
面で契約させて
いただきます。

事業用地の登記手続は
県で行います。

皆様には建物や塀など
の物件を移転して土地を
引き渡していただきます。

土地の引渡し完了後に、
補償金を支払います。

⑥設 計

④で作成し
た設計以外
の設計図を
つくります。

２．これまでの経緯
前回：R6年3月

今回：R8年11月
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河内庁舎

新幹線高架橋
交差点

豊郷田園通り
交差点

藤
原
宇
都
宮
線

(

田
原
街
道)

済生会
宇都宮病院

• 県で整備する区間約２.０kmにおいて、信号を設置する交差点は、６箇所※3とし
て計画。（河内庁舎前交差点を廃止し、（仮）ドクターカー入口を新設）

• 中央分離帯を設けるため、この６か所で南北の横断が可能。

２ 県区間の全体計画について

出典：国土地理院地図

大曽２丁目
交差点

競輪場通り 延長約２．０km
（県区間のみ）

今泉新町
交差点

済生会宇都宮病院
ドクターカー入口

河内庁舎前
交差点

南北で横断ができる箇所

（仮）ドクターカー
入口交差点

竹林町
交差点



• 県整備区間における、道路の横断構成は大きく３つに分類。

（１）一般部、（２）交差点部、（３）立体部

竹林町交差点

今泉新町交差点

新幹線高架橋下
交差点豊郷田園通り

交差点

大曽２丁目交差点

交差点部 交差点部 交差点部 立体部一般部 一般部 一般部 交差点部 交差点部

藤
原
宇
都
宮
線

(

田
原
街
道

）

交差点部 立体部交差点部 交差点部 交差点部

藤
原
宇
都
宮
線

(

田
原
街
道
）

済生会宇都宮病院
ドクターカー入口

竹林町
交差点

今泉新町
交差点

新幹線高架橋
交差点

豊郷田園通り
交差点

大曽２丁目
交差点

（仮）ドクターカー
入口交差点

２ 県区間の全体計画について

交差点部

一般部 一般部 一般部

東北新幹線

出典：国土地理院地図



①自転車空間と歩
行者空間を確保

⑤荷さばき車両による通行の
阻害を防止。緊急車両の停車

や通行時にも活用【交差点部】

③上り線と下り線を分離②電線を地中化し、歩行空間を確保

【一般部】

・（１）【一般部】、（２）【交差点部】の構造について
電柱により、歩行空間が狭い

自転車と車両が接触する危険

慢性的な渋滞が発生

⑥停車帯を縮小し、右折車線を設置

【現状】

④ 車線道路

２ 県区間の全体計画について



• （３）【立体部】の構造について

➣４車線道路、本線の幅員２４.５m
➣歩行者と自転車が通行する空間を確保し、安全な交通を確保

➣上り線と下り線を中央分離帯で物理的に分離し、車両の相互錯綜を防ぐ。【現況】

【立体部】

車両と接触す
る恐れがある

慢性的な渋滞が発生歩行者空間がない

④沿道への乗入
れは側道から

①電柱は地中化せずに、その
ままセットバックする。

②自転車空間と歩
行者空間を確保

③上り線と下り線を分離

・（３）【立体部】の構造について

２ 県区間の全体計画について



① ② ③
④

• 区間を①～④の4つに分けて、平面図を説明します。

延長約２．０km（県区間のみ）

別途、図面をご確認いただく時間を設けます。

２ 県区間の全体計画について

広域図



〇①区間
広域図

別途、図面をご確認いただく時間を設けます。

２ 県区間の全体計画について
広域図



〇②区間
広域図

別途、図面をご確認いただく時間を設けます。

２ 県区間の全体計画について
広域図



〇③区間
広域図

別途、図面をご確認いただく時間を設けます。

２ 県区間の全体計画について
広域図



２ 県区間の全体計画について



○整備後のイメージ（大曽二丁目交差点 今泉新町交差点へ走行）

※ランドマークのみ表現しています。

２ 県区間の全体計画について
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出典：国土地理院地図

延長約２．０km
（県区間のみ）

３ 優先整備区間について
• 大曽橋を含めた大曽２丁目交差点を優先整備区間として進めていきます。

（※大曽２丁目交差点の影響範囲には、大曽橋があることから橋の影響範囲

までを優先区間としています。）

優先整備区間

橋
の
影
響
範
囲
ま
で

大曽橋

水上公園

河内庁舎

済生会
宇都宮病院

大曽２丁目
交差点



３ 優先整備区間について
【スケジュールについて】
• 令和８～９年度は、各種法令手続きを進めていきます。
• 各種手続きが整い次第、用地測量・物件調査に入らせていただきます。

本説明会をもって、これから進めていきます。

見込みです。確定事項ではありません。

R8 R9

各種法令手続き

用地測量、物件調査

用地交渉

公図の整理

工事

R10以降



皆様のご理解とご協力をお願いします。
ご清聴ありがとうございました。

【問合せ先】
●事業の内容に関すること
栃木県 宇都宮土木事務所 企画調査課

028-626-3146

●都市計画の変更に関すること
栃木県 県土整備部 都市政策課 計画担当

028-623-2465
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